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まちづくりの基本目標　　　みんなで共有する目標

　

人口・産業の見込み
　「自立するまち」をつくるため、木曽岬町に住み

たいと思えるような魅力あるまちづくりを進め、

１０，０００人をめざします。
　

土地利用の方向性
　わかりやすい土地利用の情報を提供したり、身

近な土地利用について町民が話し合う機会を設け

たりするなど、町民意向に沿った町土の均衡ある

発展をめざします。
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 平成１２年 平成２０年 平成２５年 
 （実 績 値） （中間年度） （目標年度） 
 

総人口 

老年人口 
（６５歳以上） 

生産年齢人口 
（１５～６４歳） 

年少人口 
（１４歳未満） 

総世帯数 
［世帯あたり人口］ 
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